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1

   「人生に役立つ教科書」をコンセプトに、人や社会とかかわり、つながるなかで、身のまわりの生活を再認識し、
人生を見通し、自分なりの価値観を築き、未来を創造することができるようになることを目標に、編修しました。
高校生が、日々の生活のなかから自ら課題を見つけ、その解決のために必要な知識と技術を身につけることがで
きるように留意し、身近なものとして実感しやすく、実生活に役立つ資料やコラムなどを選定しました。
　また、異なる世代や文化に対する理解を深め、お互いを思いやり、助け合い、共に生きることの大切さに気づ
けるように配慮しました。自然や環境の未来を考え、持続可能な社会をつくる必要性を学び、積極的にかかわっ
ていけるように、SDGs 特集を口絵に設け、各領域の扉でも家庭科と SDGs のかかわりを取り扱いました。

【全体構成】
　本書は、家族・家庭及び福祉に関する A 編、衣食住にまつわる B 編、消費生活・環境にかかわる C 編、ホーム
プロジェクト・学校家庭クラブ活動の D 編からなる、計４編で構成しました。また、A 編のはじめと C 編の後に
生活設計の章を置くことで、学習前と学習後の、自身の考え方の変化に気づき、全編を通してこれからの人生に
ついて考え、生活設計ができる流れにしました。

2.　対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

私たちの生活
私たちの一生
家庭科で何学ぶ？
世界を変える 17 の目標「SDGs」って何？
生活を豊かにする「家庭科」
ニュースから課題を見つけてみよう

・家庭科を通じて，社会で起こっているさまざまな問題に
ついて考えることができるように工夫しています。特に，
SDGs を教科書全体で扱い，口絵で大きく展開することで持
続可能な社会への意識を高めることができる構成になってい
ます（第４号）。

 口絵１− 11

A 編　第１章　生涯の生活設計１
　①あなたの将来、どうする？

・ライフイベントについて考えさせる資料で多様な生き方が
あることを認識したり、目標の設定や計画の重要性を理解し
たりできるようにしています（第１号）。
・高校生が自分のライフイベントを考え、家庭科学習の最後
に振り返る主体的な学びができるようにしました（第２号）。

 ８−９頁

 ８頁

１.　編修の基本方針
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

A 編　第２章　青年期の自立と家族・家庭
　①自立への一歩を踏み出そう
　②家族・家庭って何？
　③将来の自分と家庭を想像する

・成年年齢の引き下げにともない、C 編　第２章と連携しな
がら、「自立したおとなになるとはどういうことか」を考え
られるようにしました。また、家族の形や役割、法律上の規
定などについて考えさせる内容を多く掲載し、高校生が将来
充実した家庭生活を送るための基本的な知識を得るととも
に、家族やパートナーとともに生きることの意義が理解でき
るようにしています（第１号）。
・日本の雇用環境や、男女共同参画に向けた日本の取り組み、
ワーク・ライフ・バランスなどについて、基礎をしっかりと
扱い、青年期に考えるべき職業観を養うための工夫をしてい
ます（第２号、第３号）。

 
 13 − 21 頁

 15，24，25 頁

A 編　第３章　子どもの生活と保育
　①子どもはどう生まれ育つ？
　②子どもとどうかかわろう？
　③これからの子育てとは？

・新しく生まれる生命を身近に感じ、新生児の小ささを実感
することができるように、等身大の赤ちゃんの写真や、ひと
りの子どもの成長を追った月齢・年齢別の写真などを掲載し
ました（第４号）。
・抱っこや授乳、おむつ替えなど、将来高校生が子育てをす
る際に実践できる乳児の世話の仕方を写真付きで詳しく解説
しています（第１号）。
・これから子育てにかかわる世代になっていく高校生が、少
子化や育児不安、仕事と子育てなど、保育に関するさまざま
な問題について自分のこととして考えられるように、表現に
留意しています（第３号）。
・日本や世界の子どもたちの現状について考えることができ
る資料を掲載しました（第５号）。

 
 折込 1-4 頁，
 33 頁

 38 頁

 40 − 43，
 45 − 46 頁

 41，44，45 頁

A 編　第４章　高齢期の生活と福祉
　①高齢期ってどういう時期？
　②高齢化する日本を生きる

・今の生活が、年をとってからの健康の基礎になることを意
識できるように、正しい知識を身につけ、健康のためにでき
ることを考えられるように工夫しました（第１号）。
・現在の日本が直面している、超高齢社会についての正しい
知識を身につけ、これからの福祉を維持していくために、主
体的に社会の形成に参画することが大切であると意識できる
ように構成しています（第３号）。

 
 48 − 53 頁

 54 − 57 頁

A 編　第５章　共生社会と福祉
　①共生って何だろう？
　②ノーマライゼーションとは

・社会にはさまざまな立場や考え方の人がいることに気づき、
私たちの生活が支え合いによって成り立っていることが理解
できるように工夫しています（第３号）。
・社会保障の制度を支えているのは勤労世代であることを意
識し、職業の大切さに気づくことができるように構成してい
ます（第２号）。

 61，65 頁など

 62 − 63 頁
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

B 編　第 1 章　食生活と健康
　①なぜごはんを食べるの？
　②私たちは何を食べているの？
　③安全に食べよう
　④健康に食べよう
　⑤おいしく食べよう
　⑥これからも食事を楽しむために

・食事の機能や、ライフステージごとに必要な栄養の特徴を
詳しく解説しています。生活習慣病などを扱い、日々の食生
活と、健康の関係について考えることができるように構成を
工夫しています（第１号）。
・調理実習において、主食であるごはんやお茶の淹れ方など
を振り返り、改めて日本の食文化を認識できるように構成し
ています（第５号）。
・ユネスコ無形文化遺産に登録された和食を中心に、郷土料
理や行事食などを扱いました。生命を尊び、食卓に四季を取
り入れてきた日本の優れた食文化を再認識することができま
す（第４号、第５号）。

 70 − 73 頁など

 100，113 頁
 など

 120 − 121 頁

B 編　第２章　衣生活と健康　
　①衣服の役割って何だろう？
　②衣服はどうやってつくられている？
　③衣服の計画・管理を知ろう
　④今後の衣生活を考えよう

・日本の伝統的な衣服である和服について扱うことで、私た
ちの生活に根付いている日本の心を感じることができるよう
に工夫しました（第５号）。
・日々の健やかな生活のために必要な、衣服の入手、洗濯、
手入れ、着用の仕方、廃棄に至るまでの基礎知識を、丁寧に
解説しました（第２号）。 

 
 126 − 127 頁，
 131，133 頁
 
 134 − 141 頁

B 編　第３章　住生活と住環境　
　①どのような家に住みたい？
　②安全に住もう
　③快適に住もう
　④住まいの課題と未来の暮らし

・防災についての知識や事故への備えなどについて具体的に
扱い健康・安全に暮らすための知識を身につけられるように
しました（第１号）。
・まちづくりに参加する高校生の例を挙げることで、社会の
一員としての自覚を持ち、積極的に地域にかかわる意識の基
礎をつくれるようにしました（第３号）。
・自然を取り入れた古民家などの例と、これから先の未来の
住まい方を両方扱い、持続可能な発展について考えることが
できるように工夫しました（第４号，第５号）。

 150 − 153 頁

 158 頁など

 159，163，
 165 頁など

C 編　第１章　生活における経済の計画
　①将来に向けて家計を考えよう

・経済と家計の関係を扱い、社会の一員としての自覚が持て
る内容を重視しました（第２号）。
・家計の管理や経済計画の重要性を取り上げ、職業、生活と
の関係、自律性をもって将来を考えられるようにしました（第
2 号）。

 170 − 171 頁

 172 − 177 頁

C 編　第２章　消費生活と意思決定
　①何をどうやって買う？
　②かしこい消費者になろう

・情報の扱い方、意思決定の方法、キャッシュレス決済、ク
レジットカードのしくみなど、情報化時代で自立するために
必要な内容を多く取り扱いました（第２号）。
・自らの消費行動が持続可能な社会につながっていることを
知り、主体的に社会の形成にかかわることの重要性が意識で
きるようにしました（第 3 号）。

 180 − 185 頁

 190 − 191 頁
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

C 編　第３章　持続可能なライフスタイル
と環境
　①未来の地球環境は大丈夫？
　②私たちにできることは何だろう？

・持続可能な社会の重要性を実感できるよう、現在問題となっ
ているさまざまな環境問題と、そのための法制度について
扱っています（第４号）。
・私たちの生活と環境のかかわりを理解するため、エシカル
消費や持続可能な消費のあり方についてわかりやすく解説し
ています（第３号）。

 196 − 197 頁

 198 − 199 頁

生涯の生活設計２
　①自分の人生を豊かにしよう

・高校生が「生活設計１」で考えた自分のライフイベントを、
これまでの家庭科学習を踏まえて軌道修正してより具体的な
生活設計を立てるための資料を掲載し、自分の人生について
主体的に考えられるようにしました。（第２号）。
・職業や年齢の異なる人の生き方の例をインタビューとして
示し、高校生が将来の働き方や家庭生活を想像する際に、人
それぞれに多様な価値観があり、多様な生き方を尊重するこ
とが大切であると気づくことができるようにしました（第３
号）。

 207 頁

 206 頁

D 編　ホームプロジェクト
　ホームプロジェクトに取り組もう
　・ホームプロジェクトの進め方
　・ホームプロジェクトの実践例
　学校家庭クラブ活動

・自分の家庭生活を見直し、見つかった課題の解決に向けて、
計画、実践、評価する方法と、その実践例を紹介しています。
ホームプロジェクトの経験を、学校や地域の課題解決に生か
すことで、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す
る態度を養うことにつながるようにしました（第３号）。

 口絵 9
 208 − 213 頁

「生活情報」を探してみよう
ライフステージと法律

・これからの人生に必要な知識と教養を身につけられるよう
に、生活情報や法制度を取り上げました。生活の中で必要な
知識を身につけ、道徳心を養うことにつながる情報を掲載し
ました（第１号）。

 
 口絵 12 − 14

３.　上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

　誰にでも読みやすく、親しみやすい教科書を目指し、ユニバーサルデザインフォントと、ユニバーサルデザ
インカラーを使用しました。図表なども、色弱の方にも見えやすいように配慮し、隣り合う色同士の並びを工
夫しました。また、弱視の方にも視認性が高いゴシック体を本文に用いました。
　図表や写真をの内容をよりわかりやすく伝えるために、本文脇の側注スペースを広めに取り、見やすく配置
し、豊富な資料を掲載することで、深い学びにつながるように配慮しました。
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１. 編修上特に意を用いた点や特色

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

※受理番号 学校 教科 種目 学年

102-264 高等学校 家庭 家庭基礎

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号 ※教科書名

06 教図 家基 702 未来へつなぐ　家庭基礎 365

1

●人生に役立つ教科書
　「人生に役立つ教科書」をコンセプトに、身の回りの生活を
再認識し、人生を見通し、自分なりの価値観を築くことがで
きるようになることを目標に、編修しました。
　A 編のはじめと C 編の終わりに生活設計の章を置くことで、
全編を通してこれからの人生について考え、生活設計ができる
構成にしました。口絵では、人生を見通すための概観図を用い、
人・社会・モノとのつながりを表す空間軸の視点と、過去・現在・
未来といった時間のつながりの視点を示しました。人生には
さまざまな人とのかかわりや選択肢があることを提示し、家
庭科で学ぶことが、生活設計やこれからの人生と深くかかわ
るものであることが伝わるようにしました。

●実感を伴う教科書
　学習の内容をできるだけ実感を伴って理解できるように、実際の高校生の写真や学校での取り組み、日常
生活にかかわる資料、時事的な話題など、実生活につながる資料を取り上げました。
　実践的・体験的な学習活動を重視し、「保育」領域では保育実習の様子を、「高齢期」領域では介助実習の
様子を紹介しています。実習ページには、QRコードを掲載し、動画で実際の動きを確認しながら、実感をもっ
て理解できるように工夫しました。
　また、「保育」領域では、等身大の赤ちゃんの写真や、ひとりの子どもの成長を追った写真を掲載するなど、
実感を持ってイメージできるつくりにしました。「高齢期」領域、「生活設計」領域では、異なる世代の人た
ちを身近に感じられるように実際の高齢者や、専業主夫などのインタビューを掲載しました。

▶私たちの生活・私たちの一生（口絵 1 〜 4）

▲乳幼児期の発育・発達（折込１〜２） ▲保育実習（p.39 など）
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　各章の導入部分には、目を引く写真を入れ、キャラクターの
会話と、「考えてみよう」の問いかけを入れることで、学習へ
の興味・関心を持たせ、主体的に考える動機づけにつながる工
夫をしました。
　また、生徒自らが能動的に学べるように「TRY」を多く掲載
しています。「TRY」には３種類のイラストを入れ、主体的に考
えるテーマ、対話により考えを広げるテーマ、さらに深く理解
するテーマに分類し、学びを深められるようにしました。
　各章末には、テーマについて世界に視野を広げ、身の回りの
事例を調べ、考えをまとめる「Viewpoint」を置き、さまざま
な視点を持ち、自身の考えをさらに深められる構成にしました。

●わかりやすく、伝わりやすい教科書
　グラフや表には、インフォグラフィックスやイラストなどを取り入れ、視覚的な伝わりやすさに留意しま
した。また、全体的に写真やイラストを多く使用し、全編を通して登場するキャラクター（高校生、留学生、
先生）がセリフとして話す見せ方にすることで、ポイントや説明がわかりやすく伝わるように工夫しました。
　調理実習ページでは、使用する材料と、調理工程の写真を多く使用し、ビジュアル的な見せ方と、作る際
にイメージしやすいように手順の伝わりやすさを重視しました。豆知識やアレンジレシピなども掲載し、実
践的で今後の生活にも役立つページ構成にしました。

下のデータから何が読み取れるだろう？　気づいたことを発表してみよう！
B編 データで見る「私たちの暮らし」 昭和と今

住んでいるところ（住宅数）
（総務省統計局「平成30年住宅・土地統計調査」）

私たちが食べているもの
（農林水産省「食料需給表」）

1978年1990年 2018年2016年

一世帯あたり

戸1.16

一人
あたり

一人１年あたり

1.08

戸
総住宅数 62,407,000

戸
総住宅数 35,451,000

戸
点2,000,000,000 点約約

アパレル国内供給量アパレル国内供給量
4,000,000,000

16.2
点

31.5
点

（経済産業省「生産動態総計」）
着ているもの（アパレルの国内供給量）

野菜 くだもの 肉類 牛乳および 
 乳製品

魚介類 油脂類

（単位：kg）

米

種別・品目別
1980年

種別・品目別
2017年

一世帯あたり

131.3

54.6
46.3

31.3
49.6

65.3

93.5

65.5

45.5

21.514.7

87.1
104.7

59.8
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主 菜エ  …エネルギー　た  …たんぱく質　脂…脂質　炭…炭水化物　塩…塩分
おもなアレルギー食材は表示義務のある７品目（➡p.89） QR コード

調理動画

餃
ぎ ょ う

子
ざ

〜焼き餃子と水餃子〜

エ  405kcal　た  18.2g　脂 13.7g　炭 47.5g　塩 0.5g　（1人前10個 つけだれ除く）

焼 蒸

おもな
アレルギー食材

豚 小麦 大豆 ごま

目安₈₀分

麻
マ ー

婆
ボ ー

豆
ド ー

腐
フ

〜ピリッとおいしい豆腐の主菜〜

エ  274kcal　た  13.6g　脂 19.1g　炭 9.4g　塩 1.8g

炒 煮 レ

目安₃₀分

1 皮をつくる
①�ボウルに粉を入れ，水を3～４回
に分けて加えながら混ぜ，まとま
ってきたら手でこねる。

②�手のひらを使って力を入れてこね
て滑らかにする。

③�丸めてボウルに入れ，濡れ布巾を
かけて15分休ませる。

④�再び10分ほど伸ばしたり，こねた
りしてから15分休ませるA。

2 肉あんをつくる
①�肉に細ねぎ（小口切り），しょう
が（みじん切り），調味料を加え
てねばりが出るまで混ぜる B。

3 皮であんを包む
①�皮の生地を４等分して棒状にし，
包丁で８～10等分する。

②�手のひらでつぶし，打ち粉をして麺
棒で直径８㎝くらいに丸くのばす。
③�手に皮をのせ，肉あんを小さじ山
盛り1杯のせて包むC。

4 蒸し焼きにする
①�フライパンを熱して油を入れ，餃
子を同じ向きに並べる。

②�中火で皮に焦げ目をつけ（1.5分）
湯を入れてふたをし，3分ほど蒸
し焼きにする。

③�ふたをとって水分を飛ばして完成。

1 豆腐と野菜の準備
①�耐熱皿に豆腐を入れて電子レンジ
（500W）で1分₃0秒加熱し，10分
置いて，水気を切る。

②�豆腐を2cmの角切りにする。
③�長ねぎ，しょうが，にんにくをみ
じん切りにする。

2 合わせみそをつくる
①�豆板醤と甜麺醤，粒みそを合わせ
て，合わせみそをつくる。

3 具材を炒める
①�フライパンを強火で熱し，油を入
れ，豚肉を入れて炒めるA。
②�豚肉が白くなったら，長ねぎ，に
んにく，しょうがを加えて炒め，
合わせみそを入れる。

③�紹興酒としょうゆ，水を加えて煮
立たせる。

4 豆腐を加える
①�豆腐を加えて1～2分煮たら，火
を弱める B。
②�水溶き片栗粉を入れ，とろみをつ
けたら完成。

材料（3～4人分／32～40個）
強力粉・薄力粉�� � � � � � � � �（各125g）
水�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 120~130mL
打ち粉�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 適宜
豚ひき肉�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 250g
細ねぎ�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 30g
しょうが�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �８g
植物油，湯（蒸し焼き用）�� � � � 適宜

【調味料】
水�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 45g（大3）
ごま油�� � � � � � � � � � � � � �８g（小2）
酒（紹

しょう
興
こう

酒
しゅ

）�� � � � � � � �5g（小1）
しょうゆ�� � � � � � � � � � � � 3₆g（大2）
塩�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �5g
こしょう�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 適宜

材料（1人分）
木綿豆腐�� � � � � � � � � � �  120g（1/2丁）
豚ひき肉�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 20g
長ねぎ�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 10g
にんにく�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �2g
しょうが�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �3g
豆
トウ

板
バン

醤
ジャン
�� � � � � � � � � � � � � � �1g（小1/₆）

甜
テン

麺
メン

醤
ジャン＊�� � � � � � � � � � � � � �4g（小2/3）

粒みそ（豆
トウ

豉
チ

）＊�� � � � � �3g（小1/2）
水�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 100g
紹興酒�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �3g
しょうゆ�� � � � � � � � � � � � �4g（小2/3）
植物油�� � � � � � � � � � � � � � � � �８g（小2）

片栗粉�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 4.5g
　水�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 15g（大1）

＊ 甜麺醤がなければ，赤みそ3g に砂糖1.5g 水2g。粒みそがなければ赤みそで OK。

水餃子をつくろう
中国で一般的な水餃子にチャレンジしよう！

（餃子を包むまでは，焼き餃子の工程と同じ。）

① 大きな鍋
なべ

に湯をたっぷり沸かし，沸騰したら餃子を８～₁₀個ずつ入
れ，ひと混ぜする

② 餃子が浮いてきたら，中火にして皮が透き通るまで３～４分ゆでる。

TRY

陳
チン

さん
（江西省出身）

中国では，家族が集まると，
みんなで餃子をつくります。焼き餃子は

一般的じゃなく，水餃子を食べることが多いですね。
中国では，餃子が主食だから，

ごはんがつく日本の餃子定食にビックリ。
日本の中華料理店は日本人向けの料理が多くて母

国の味とはちょっと違うかな。

最後に中国山
さん
椒
しょう
（花

ホワ
椒
ジャオ
）を振

ると本格的な味に！POINT

休ませる前（左）と後（右）。しっと
りとしてきたらよい。

A

このくらいねばりが出てくればよい。

B

豚肉は白くなるくらいまで炒めよう。

手のひらにのせ，包み，ねじるよう
にひだをつくる。市販の生地を使う
場合は，縁に水をつけてくっつけよう。

C

B

A

※写真は半人前

おもな
アレルギー食材
大豆 豚
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▲各章導入部分（p.162 ほか、各章）

▲自立度チェック（p,67,167,201）

◀︎ TRY アイコン
（主体的な学び）

◀︎ TRY アイコン
（対話的な学び）

◀︎ TRY アイコン
（深い学び）

▲調理実習ページ（p103 ほか）▲インフォグラフィックス（p,68,168,202）

●問題解決能力と実践的態度を育てる教科書
　家庭生活を見直し、自身の生活の中から課題を見つけ、計画を立
て、実践し評価することで学習を深めるホームプロジェクトの取り
組みを重視し、説明だけでなく、実際に高校生が取り組んだ例を取
り上げました。各編の最後には、自立度をチェックするページをつ
くり、学んだことを振り返るとともに、10 年後の生活について考え、
将来の生活設計へとつながる構成にしました。

●主体的・対話的で深く学べる教科書
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●小学校・中学校や他教科とのつながりを
　意識できる教科書
　各章の扉ページでは、小学校・中学校の家庭科で学ん
だキーワードをチェックする欄を設け、これまでの学習
とのつながりを意識できるようにしました。また、コラ
ムでは他教科とリンクするテーマも取り上げ、さまざま
な学習のつながりを感じられるつくりにしました。

●伝統に触れる教科書
　日本文化について、生活文化を扱う家庭科ならではの視点で取り上げるように留意しました。特に、食・
衣・住については、四季や気候風土、文化などとの関連性を紹介し、先人の知恵と伝統について考える
ことができるように工夫しました。実際の写真を使って、ビジュアル的に展開することで、視覚的に理
解できるようにしました。

　社会や環境とのつながりを重視し、世界的
な目標である「SDGs」を口絵で大きく取り
扱うとともに、各章の扉ページでも、かかわ
りのある SDGs マークを掲載し、持続可能な
社会を実現するための目標と家庭科とのつな
がりを意識できる構成にしました。
　また、自身の生活と社会や環境とのつなが
りに気づき、社会の課題について主体的に考
えられるように、環境にかかわるコラムや
TRY なども取り入れました。 ▲ SDGs 特集（口絵 7 〜 8）

▶各章の扉ページ（p.179 ほか、各章）

▲ B 編　第 3 章　住生活と住環境
（p.159）

▲ B 編　第１章　食生活と健康
（p.120）

▲ B 編　第２章　衣生活
と健康（p.131）

●社会・環境とのつながりを感じる教科書



　

4

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所
配当
時数

私たちの生活
私たちの一生
家庭科で何学ぶ？
世界を変える 17 の目標「SDGs」って何？

口絵１− 8

生活を豊かにする「家庭科」
ニュースから課題を見つけてみよう

D ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 口絵 9 − 11 0.5

A 編　第１章　生涯の生活設計１
　①あなたの将来、どうする？

A 人の一生と家族・家庭及び福祉
（１）生涯の生活設計

5 − 10 頁 １

A 編　第２章　青年期の自立と家族・家庭
　①自立への一歩を踏み出そう
　②家族・家庭って何？
　③将来の自分と家庭を想像する

A 人の一生と家族・家庭及び福祉
（２）青年期の自立と家族・家庭

11 − 26 頁 ６

A 編　第３章　子どもの生活と保育
　①子どもはどう生まれ育つ？
　②子どもとどうかかわろう？
　③これからの子育てとは？

A 人の一生と家族・家庭及び福祉
（３）子供の生活と保育

27 − 46 頁 ８

A 編　第４章　高齢期の生活と福祉
　①高齢期ってどういう時期？
　②高齢化する日本を生きる

A 人の一生と家族・家庭及び福祉
（４）高齢期の生活と福祉

47 − 58 頁 ５

A 編　第５章　共生社会と福祉
　①共生って何だろう？
　②ノーマライゼーションとは
　
　あなたの今をチェックしてみよう！
　データで見る「これからの日本」

A 人の一生と家族・家庭及び福祉
（５）共生社会と福祉

A 人の一生と家族・家庭及び福祉
（１）（２）（３）（４）（５）

59 − 66 頁

67 − 68 頁

3

B 編　第 1 章　食生活と健康
　①なぜごはんを食べるの？
　②私たちは何を食べているの？
　③安全に食べよう
　④健康に食べよう
　⑤おいしく食べよう
　⑥これからも食事を楽しむために

B 衣食住の生活の自立と設計
（１）食生活と健康

69 − 122 頁 18

2. 対照表
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図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所
配当
時数

B 編　第２章　衣生活と健康　
　①衣服の役割って何だろう？
　②衣服はどうやってつくられている？
　③衣服の計画・管理を知ろう
　④今後の衣生活を考えよう

B 衣食住の生活の自立と設計
（２）衣生活と健康

123 − 146 頁 ８

B 編　第３章　住生活と住環境　
　①どのような家に住みたい？
　②安全に住もう
　③快適に住もう
　④住まいの課題と未来の暮らし
  
　あなたの今をチェックしてみよう！
　データで見る「私たちの暮らし」

B 衣食住の生活の自立と設計
（３）住生活と住環境

B 衣食住の生活の自立と設計
（１）（２）（３）

147 − 166 頁

167 − 168 頁

７

C 編　第１章　生活における経済の計画
　①将来に向けて家計を考えよう

C 持続可能な消費生活・環境
（１）生活における経済の計画

169 − 178 頁 3

C 編　第２章　消費生活と意思決定
　①何をどうやって買う？
　②かしこい消費者になろう

C 持続可能な消費生活・環境
（２）消費行動と意思決定

179 − 192 頁 4

C 編　第３章　持続可能なライフスタイルと環
境
　①未来の地球環境は大丈夫？
　②私たちにできることは何だろう？

　あなたの今をチェックしてみよう！
　データで見る「エシカル消費」

C 持続可能な消費生活・環境
（３）持続可能なライフスタイルと環境

C 持続可能な消費生活・環境
（１）（２）（３）

193 − 200 頁

201 − 202 頁

3

生涯の生活設計２
A 人の一生と家族・家庭及び福祉

（１）生涯の生活設計
203 − 207 頁 1

D 編　ホームプロジェクト
　ホームプロジェクトに取り組もう
　・ホームプロジェクトの進め方
　・ホームプロジェクトの実践例
　学校家庭クラブ活動

D ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 208 − 213 頁 2.5

「生活情報」を探してみよう
ライフステージと法律

口絵 12 − 14

計 70



編　修　趣　意　書
（発展的な学習内容の記述）

※受理番号 学校 教科 種目 学年
102-264 高等学校 家庭 家庭基礎

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号 ※教科書名

06 教図 家基 702 未来へつなぐ　家庭基礎 365

ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容
や内容の取扱いに示す事項

ページ数

合 計 ０

な　し な　し

（「類型」欄の分類について）
１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，
　　当該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容
２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容
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